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『
摩
詞
止
観
』
の
五
略
十
広
は
円
頓
止
観
を
組
織
的
に
体
系
ず
け
た

も
の
で
あ

つ
て
、
こ
れ
に
よ
り
智
顕
の
法
華
円
教
の
実
践
体
系
が
完
成

し
た
も

の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
五
略
の
中
、
修
大
行
の

項
で
い
わ
ゆ
る
四
種
三
昧
を
設
定
し
、
こ
れ
を
円
教
の
模
範
と
す

べ
き

大
行
な
り
と
規
定
し
た
。
四
種
三
昧
と
は
、
(
一
)
常
坐
三
昧
口
常
行
三
昧

国
半
行
半
坐
三
昧
囚
非
行
非
坐
三
昧
に
し
て
、
こ
れ
等
四
行
を
縁
と
な

し
て

「
一
心
三
観
」
の
修
道
を
行
ず
る
こ
と
を

い
う
。
『
摩
詞
止
観
』

巻
二
の
修
大
行

の
総
釈
に
て

法
界
是

一
処
。
正
観
能
住
不
動
。
四
行
為
縁
。
観
心
籍
縁
調
直
。
故
称
三
味

(
1
)也
。

と
述

べ
て
い
る
。
即
ち
四
行
を
縁
と
な
し
て
心
を
観
ず
る
と
云
う
こ
と

が
円
頓
止
観
た
る
四
種
三
昧

の
要
道
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
摩
詞
止
観
』
巻

一
上

(円
頓
章
)
に

円
頓
者
。
初
縁
実
相
造
境
即
中
無
不
真
実
。
繋
縁
法
界

一
念
法
界
。

一
色
一

香
無
非
中
道
。
己
界
及
仏
界
衆
生
界
亦
然
。
…
…
法
性
寂
然
名
止
。
寂
而
常

(
2
)

照
名
観
。
錐
言
初
後
無
二
無
別
琵
名
円
噸
止
観
。

と
い
う
。
智
顕
が

『
法
華
玄
義
』
に
て
心
と
仏
と
衆
生
と
を
三
法
妙
と

し
て
掲
げ
こ
の
三
法
を
基
と
し
て
仏
道
に
入
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の

(3
)

で
あ

つ
て
、
『
摩
詞
止
観
』
に

「
不
欺
仏
、
不
負
心
、
不
証
衆
生
」
と
い
つ

て
い
る
こ
と
と
相
侯
つ
て
実
に
仏
道
の
精
要
を
顕
わ
し
て
を
り
、
解
脱

へ
の
道
は
此
の
三
法
を
基
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解

る
。
「
四
行

為
縁
。
観
心
…
…
」

と
い
う
こ
と
は
智
顕
が
実
際
の
修
行
の
場
合
に
は

現
実
の
心
法
を
観
る
べ
き
こ
と
を
唱
導
し
て
円
頓
の
妙
理
を
実
現
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
我
等
が
如
実

に
自
己
の
心
を
観
ず
る

と
き
、
そ
こ
に

一
切
衆
生
と
仏
と
を
観
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
三
者
は

各

々
そ
れ
自
身
の
内
部
に
他
の
二
者
を
本
来
具
足
す
る
が
故
に
そ
の

一

つ
を
徹
底
す
れ
ば
他
の
二
者
は
自
然
に
実
現
す

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。
四
種
三
昧
即
ち
常
坐
、
常
行
、
半
行
半
坐
、

非
行
非
坐
は

一
行
、
仏

立
、
方
等
法
華
、
随
自
意
の
三
昧
と
も
い
う
。
前
者
は
行
法
に
約
し
後

者
は
経
法
に
約
し
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

又
こ
れ
等
三
昧
を
四
種

に
分
類
し
た
こ
と
轍
智
顕
が
常
に
用
い
る
四
門

分
別
に
順
じ
光
こ
と
舷
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容
易
に
推
察
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
四
種
三
昧

は
心
を
観
ず
る
た
め
の
縁
、
即
ち

一
心
三
観
を
修
し
、
解
脱
に
達
す
る

た
め
の
縁
で
あ
つ
て
、
い
わ
ば
仏
道
を
成
就
せ
し
め
る
具
体
的
修
道
の

行
法
で
あ
る
。

『
摩
詞
止
観
』
で
は
こ
の
大
行
を
修
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
三
昧

に
身
口
意
三
業
に
つ
い
て
の
詳
細
な
軌
行
を
設
け
、
身
の
開
遮
、
口
の

説
黙
、

意
の
止
観
を
論
じ
最
後
に
此
等
三
昧
の
行

の
功
徳
を
讃
じ
て
勧

修
を
説

く
と
い
う
順
に
な
つ
て
い
る
。
此
等
三
昧
の
具
体
的
行
法
は
も

と
よ
り
戒
定
慧
の
三
学
と
称
せ
ら
れ
る
修
行

の
基
本
を
貫
く
も
の
で
は

あ
る
が
、
こ
こ
で
更
に
仏
道
が
成
就
す
る
道
程
と
し
て
三
種
の
内
面
的

要
素
を
見
出
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

〔其

の

一
〕
は
身
の
開
遮
と
口
の
説
黙
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
等

詳
細
な
規
定
は
日
常
的
現
実
を
超
越
し
て
円
教
に
基
く
自
己
本
来
の
面

目
に
肉

薄
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
厳
粛
な
軌
行
は
極
め
て

意
昧
的
体
験
を
尊
重
す
る
も
の
で
仏
道
実
践
の
第

一
段
階
と
も
い
う
べ

く
必
然
的

に

「意
の
止
観
」
を
喚
起
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

〔其

の
二
〕
は
第
二
段
階
と
し
て
意
の
止
観
に
お
い
て
で
あ
る
。
意

の
止
観
は

円
教
の
実
相
を
観
心
に
よ
つ
て
現
証
す
る
を
も
つ
て
、
諸
法

の
現
れ
の
当
相
と
当
処
が
そ
の
ま
ま
実
相
の
顕
現
で
あ
り
、
随
つ
て
理

事
相
即
し
、 
一
法
中
に

一
切
法
の
性
相
が
本
来
具
足
す
る
と
み
る
。

い

わ
ば
高
次
の
現
実
主
義
で
万
有
を
永
遠
の
相
の
下
に
見
る
観
想
が
体
験

の
中
心
に
座
を
占
め
て
お
り
極
め
て
理
智
的
作
用
で
あ
る
。

然
る
に
意
の
止
観
に
て
得
ら
れ
る

「
煩
悩
即
菩
提
」
と
か

「
生
死
即

浬
葉
」
の
原
理
は
観
想
の
み
で
は
い
ま
だ
体
証
し
た
と
は
い
い
難
く
、

随

つ
て
念

々
に
精
進
し
厳
粛
な
修
行
が
必
要
に
な
つ
て
く
る
わ
け
で
あ

る
。
そ
こ
で
勧
修
と
し
て
三
昧
の
行
の
功
徳
を
説
き
勤
行
精
進
が
関
説

さ
れ
る
所
以
が
あ
る
。
以
上
修
道
の
実
際
問
題

と
し
て
は
第

一
段
階
か

ら
第
二
段
階

へ
の
繰
返
し
で
厳
修
す
る
こ
と
の
外

は
な

い
の
で
あ

つ

て
、
円
教
の
基
本
的
実
践
体
系
は

一
応

こ
れ
を
も
つ
て
完
結
す
る
わ
け

で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
更
に
四
種
三
昧
を
通
じ
て
感
知
さ
れ
る
こ
と
は
三

昧
の
所
依
や
目
的
、

又
は
行
規
と
し
て
仏
、
菩
薩
を
規
定
し
て
い
る
こ

と
に
お
い
て
で
あ
る
。

常
坐
三
昧
で
は

(4
)

当
専
称

一
仏
名
字
漸
憶
俄
悔
以
命
自
帰
。

と
い
い
、
常
行
三
昧
で
は

(
5
)

九
十
日
口
常
唱
阿
弥
陀
仏
無
休
息
。
九
十
日
心
常
念
阿
弥
陀
仏
無
休
息
。

と
い
い
、
更
に
半
行
半
坐
三
昧
に
は

法
華
云
。
其
人
若
行
若
立
読
諦
是
経
。
若
坐
思
惟
是
経
。
我
乗
六
牙
白
象
現

(6
)

其
人
前
。

と
い
い
、
こ
こ
に
云
う
六
牙
の
白
象
に
乗
ず
る
は
普
賢
菩
薩
で
あ
る
。

ま
た
非
行
非
坐
三
昧
に
お
い
て
は

当
正
向
西
方
五
体
投
地
礼
三
宝
七
仏
釈
尊
弥
陀
。
三
陀
羅
尼
二
菩
薩
聖
衆
。

(7
)

…
…
合
十
指
手
諦
四
行
偶
寛
。
又
諦
三
篇
呪
。

摩
詞
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等
で
あ
る
。

こ
こ
に

〔共
の
三
〕
と
し
て
提
示
す
る
所
依
の
仏
菩
薩
は
、
仏
道
の

第

一
歩
と
し
て
言
わ
れ
る
三
宝
帰
依
の
精
神
と
そ
の
次
元
を
異
に
す
る

は
い
う
ま
は
も
な
い
。
し
か
し
こ
れ
等
を
単
に
第

一
段
階
に
お
け
る
行

規
上
の
仏
菩
薩
と
み
る
か
、
又
は
第
二
段
階
に
お
け
る

一
心
三
観
の
原

理
か
ら
仏
菩
薩
を
理
観
化
し
主
体
的
に
得
べ
き
精
神
上
の
能
力
と
し
て

象
徴
的

に
の
み
解
す
る
か
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。
四
種
三
昧
の
行
道

を
通
じ
て
み
ら
れ
る
所
依
の
仏
菩
薩
に
は
絶
的
対
な
帰
依
と
信
仰
の
精

神
が
あ

る
。
主
体
的
に
得

べ
き
精
神
上
の
能
力
と
し
て
摂
取
さ
れ
る
も

の
で
な
く
あ
く
ま
で
行
者
の
前
に
立
つ
仏
菩
薩
で
あ
る
。
そ
れ
は
行
者

の
自
己

一
心
の
内
部
に
お
け
る
有
限
と
無
限
と
の
弁
証
に
直
面
す
る
自

内
証
と
も
い
う

べ
く
、
身
の
開
遮
、

口
の
説
黙
、
意
の
止
観
を
し
て
成

就
せ
し
め
る
根
本
的
立
場
で
あ
る
。

以
上
の
三
種
の
要
素
は
三
契
機
と
し
て
各
契
機
を
媒
介
包
蔵
す
る
関

係
に
あ

る
。
こ
の
論
文
は
意
の
止
観
に
つ
い
て
の
み
考
察
を
加
え
る

が
、

そ
れ
は
円
頓
止
観
に
あ
り
て
意
の
止
観
が
各
契
機
の
統

一
的
立
場

に
あ

つ
て
、

一
心
三
観

の
修
道
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
四
種
三
昧
の
行
法
は
い
か
な
る
意
図
に
基
い
て
組
織
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
略
十
広
と
い
う
よ
う
に
十
乗
観
法
と
の
間
に

論
述
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
広
略
の
相
違
と
し
て
理
解
し
得
て
も
四
種
三

昧
の
行

相
は

一
見
し
た
限
り
、
任
意
の
諸
経
に
拠

つ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
が
如

き
観
を
与
え
る
。
随

つ
て

一
心
三
観
を
修
す
る
に
四
種
三
昧
中

任
意
の
行
法
に
よ
つ
て
可
能
と
な
り
、
四
種
三
味
は
無
秩
序
な
組
織
の

如
く
感
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
天
台

の
教
理
を
実
践
す
る
観

心
門
は
頓

・
漸

・
不
足
の
三
種
止
観
を
も
つ
て
そ
の
体
系
と
な
し
て
い

る
。
『摩
詞
止
観
』
の
別
序
に

天
台
伝
南
岳
三
種
止
観
。
一
漸
次
。
二
不
定
。
三
円
頓
。
皆
是
大
乗
。
倶
縁

(8
)

実
相
同
名
止
観
。

と
あ
り
、
漸
次
止
観
と
は
次
第
順
序
に
よ
つ
て
止
観
す
る
方
法
で
現
存

の

『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
に
説
か
れ
、
不
定
止
観
と
は
前
後
更
互

に
止
観
す
る
方
法
で

『
六
妙
法
門
』
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
つ
て
、
円
頓

止
観
を
組
織
的
に
論
述
す
る
の
が

『摩
詞
止
観
』
で
あ
り
、
止
観
の
実

践
法
を
四
種
に
分
類
し
た
も
の
が
四
種
三
昧
の
行
法
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
意
の
止
観
の
論
述
内
容
か
ら
み
て
三
種
止
観
の
体
系
を
円
頓
止
観

の
中
に
応
用
し
、
頓
、
漸
、
秘
密
、
不
定
の
四
門
分
別
に
順
じ
て
考
察

さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
以

下
略
…
…

1
 
大
正
蔵
四
十
六
巻
十

一
頁
上

2
 
大
正
蔵
四
十
六
巻
一
頁
-
下
二
頁
上

3
 

〃
 

十

一
頁
中

4
 
〃
 

十
一
頁
中

5
 
〃
 

十
二
頁
中

6
 
〃
 

十
三
頁
上

7
 
〃
 

十
四
頁
上
-
十
五
頁
上

8
 
〃
 

一
頁
下
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